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手作り野菜を食卓に!
～区民農園利用者募集～

区には、皆さんに野菜や花づくり
を体験していただくための区民農園
か20ヵ所あります。自分で作る安全
で新鮮な野菜の眛は格別のはず。ぜ
ひあなたも野菜づくりを趣味のひと
つにいかかですか1

次
々
に
宝
を
生
み
出
す
魔
法
の
4
.
5坪

区
民
農
園
は
1
区
画
は
約
4
.
5坪で
、

家
庭
菜
園
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
広
さ
で

す
。
何
を
作
る
か
は
あ
な
た
次
第
、
四

季
折
々
の
新
鮮
で
宝
の
ぷ
冫
な
野
菜
た

か
氣
な
た
の
食
卓
で
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。

農
園
か
ら
の
お
願
い

畑
を
秬
持
す
る
た
め
の
除
草
や
害
虫

駆
除
な
ど
の
約
東
ご
と
が
あ
口
亟
于

。

回
り
の
区
画
に
遂
恐
を
か
け
な
い
た
め

に
も
お
守
り
く
だ
さ
い
。

利
用
者
の
声

農
園
を
借
り
て
良
か
っ
た
こ
と

▽
自
分
の
手
で
育
て
た
新
鮮
で
安
令
な

野
菜
等
を
収
穫
で
膏
歪
す

▽
子
や
孫
に
食
べ
物
の
大
切
さ
を
伝
え

る
生
党
旅
材
に
な
叮
汞
す

▽
行
き
帰
り
に
歩
い
た
り
、
農
作
業
で

体
を
動
か
し
た
り
、
健
康
的
で
す

▽
周
り
の
利
用
者
と
親
し
く
な
り
、
収

穫
物
を
分
け
あ
っ
た
り
し
て
、
新
し
い

友
人
が
で
章
豕
T

▽
都
会
生
活
で
は
わ
か
り
に
く
い
季
節

感
を
収
穫
物
に
よ
っ
て
、
感
に
る
こ
と

が
で
き
眼
歹

区
民
農
園

募
集
内
容

募
集
農
園
卜
表
1
(
区
内
2
0力
所
、
千
7
8
3

区
画
)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選

利
用
期
間
卜
1
0年
3
月
上
旬
～
p一

年
2
月
中
旬
(
予
定
)

対
象
H
区
内

在
住
で
耕
作
地
が
な
ぐ
、
利
用
期
間
を

通
じ
て
耕
作
で
き
る
世
帯

利
用
条
件

囗
野
粟
・
草
花
の
栽
培
に
限
n
ま
す

費
用
卜
1
万
円
(
1
年
5
千
円
。2
回

分
割
で
納
入
)

申
込
卜
往
復
(
ガ
キ

に
、
希
單
歹
る
農
園
名
、
世
帯
主
名
、

家
族
全
員
の
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齢
。
住
所
、
電
話
番
号
(
自
宅
お
よ
び

平
日
の
昼
間
に
連
絡
可
能
な
番
号
)
を

明
記
。
な
お
現
在
利
用
中
の
方
は
、
農

園
名
・
区
画
番
号
も
記
入
。
ま
た
、
主

に
6
0歳
以
上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯
は

「
高
齢
者
コ
ー
ナ
ー
希
望
に
y
赤
ペ
ン

等
で
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い

※
申
し
込

み
は
I
世
帯
L
枚
に
限
り
ま
す
(
同
居

の
場
合
は
I
世
帯
と
み
な
し
ま
す
)
。

重
複
お
よ
び
他
人
名
義
の
申
し
込
み
は

す
べ
て
無
効
と
し
ま
す
。
な
お
、
毎
回

希
望
者
多
数
の
た
め
、
今
回
当
選
し
た

世
帯
は
次
回
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん

期
限
日
H
月
1
4日
消
印
有
効

公

開
抽
選
口
1
9一月
5
日
畄

▽
東
武
伊
勢

崎
線
以
西
の
農
園・・
牛
前
9
時
3
0分
開

始

▽
東
武
伊
勢
崎
線
以
東
の
農
園・・・

午
後
2
時
開
始

抽
選
会
場
口
区
役
所

揺
蒿
議
室

申
・
問
先
卜
農
産
係

〒
1
2
0中央
本
町
I
-
1
7
-
1

表1　 区民農園一覧

※募集区画数は予定数で、都合により変更することがあります。公開抽選は、この表
の順番に行います

区民農園に関することは
産業振興課農産係まで

3880- 5111 ㈹

おいしい野 菜

あなたもど う
ぞ ! !

ビデオ広報

〝NEWS スケッチ
あだちNo. 39 〟完成

映像でまちの話題やイベ
ント等を紹介しているNEWS

スケ ッチあだち。今回
は『あ だちまつ りA- Fest a97

』を中 心に紹 介し てい
ます。ぜひ、ご覧ください。
貸出場所= 区政情報室、区
内各図書館 問先 広報課
陛締相当
3880- 5111 ㈹

今号の主な内容

2
面
▽
▽
▽
保
険
料
の
所
得
控
除
/
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
/
ひ
と
り
親
家

庭
休
養
ホ
ー
ム
/
ひ
ろ
ば

3
面
▽
▽
▽
(
仮
称
)
足
立
区
環
境
基
本
条
例
へ
の
意
見
募
集
/
掲
示

板

4
面
▽
▽
▽
郷
土
博
物
館
特
別
展
講
演
会
/
あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
イ
ベ
ン
ト
・
講
座
情
報

◎ あだち 広報は毎月5 日・15日・25日/ エク スプレ スは 奇数月1 日発 行　 ※ 区民 事務所や駅の広報スタンド など にも置い てあり ますの で、ご利 用く ださい
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くらしの情報
※
電
話
番
号
は
お
間
違
い
な
く

本庁舎へのお問い合わせは……

3880- 5111㈹
本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ

国
保
・
年
金
・
税

ね
ん
き

ん

6
0歳
説
明
会

日
時
=
1
1月
1
8日
脚
、
午
前
1
0時
と
午

後
2
時
の
2
回
(
受
け
付
け
は
、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
H
区
役
所
南
館
1
3

階
ふ讓
室

対
象
=
昭
和
1
2年
1
2月
2

日
～
昭
和
1
3年
1
月
1
日
牛
ま
{れ
の

方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=

国
民
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手

続
き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付

順
)

問
先
卜
国
民
年
金
課
適
用
係

1
1月
6
日
～
1
2日
は
国
民
年
金
週
間

「
年
金
週
間
」
は
、
年
金
制
度
夲
改

め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
で
す
。
ご

自
分
の
『
ね
ん
き
ん
』
に
つ
い
て

、
受

給
資
格
の
有
無
を
含
め
て
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
先
卜
厚

生
年
金
・こ
足
立
社
会
保
険
事
務
所

(
3
6
0
4
)
0
1
1
1

国
民
年
金
・・・区
・
国
民
年
金
屎
推
進
係

社
会
保
険
の
扶
養
家
族
に

入
れ
る
方
は
切
り
替
え
を

国
民
健
康
保
険
は
、
会
計
な
ど
の
健

康
保
険
に
入
る
こ
と
が
で
忝
な
い
方
が
、

加
入
す
る
保
険
制
度
で
す
。
家
族
が
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
扶
養
家
簒
と
し
て
社
会
保
険
に
加
入

で
き
る
方
は
、
切
叺
替
え
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
社
会
保
険
の
扶

養
に
な
れ
る
収
入
基
準
は
、
お
お
G
ね

次
の
と
お
り
で
す
。

①
年
間
収
入
が
1
3
0

万
円
未
満
の
方

②
6
0歳
以
↓
ま
た

は
障
害
年
金
受
給
者
で
年
間
収
入
が
1
8
0

万
円
未
満
の
方

問
先
=
国
民
僵
祺
保

険
課
資
格
賦
課
係

保
険
料
は
所
得
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
お
よ
び
国
民
健
康

保
険
料
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
戸
な
り
、
所
得
税
と
住
民
税
が
軽
減

さ
れ
欒
歹
。
む
甼
元
の
領
収
帯
や
口
座

振
替
通
知
(
(
ガ
キ
)
、
通
帳
か
ら
領

収
日
と
鍠
覃
磴
認
し
て
申
t
じ
て
く

だ
さ
い
。9
年
中
に
支
払
っ
た
分
が
対

象
と
な
n
ま
す
。
領
収
書
は
添
付
し
な

く
て
も
控
除
は
客
Z

れ
ま
す
。

問

先
=
国
民
健
康
保
険
料
・
:国
民
健
康
保

険
課
庶
務
係
/
国
民
年
金
保
険
料
…
国

民
年
金
課
保
険
料
係

年
末
調
整
説
明
会
に
出
席
を

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調
整
の
猊

明
会
を
行
い
ま
す
。
給
与
関
係
事
務
を

相
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

い

。
な
お
、
自
動
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
ぐ
だ
さ
い・

日
程
等
H
表
I

陬

先
=
区
・
特
別
徴
収
係
紊
ほ

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

表1　 年末調整説明会

※ いずれも、時間は午後1 時30分～4 時

福

祉

ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム

国
民
宿
舎
の
宿
泊
料
(
年
度
内
2
泊

ま
で
)
が
無
料
で
利
用
で
寺
l
y
。
た

だ
し
、
入
湯
税
や
季
節
に
よ
る
特
別
宿

泊
料
金
の
差
額
等
は
目
己
負
担
に
な
ひ

ま
す
。

場
所
口
熱
川
、
犬
吠
埼
、
軽

井
沢
等
1
0ヵ
所

対
象
=
母
i

素
ほ

父
子
家
庭
の
方

申
込
H
各
施
設
へ
匱

換
予
約
(
必
ず
足
立
区
ひ
斤

嶷
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
利
用
と
告
げ
て
く
だ
さ

い
)
。
予
約
後
、
児
童
手
当
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
の
窓
口
で
、
利
用
券
の

申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い

※
母
子
年
金

・
児
童
狭
養
手
当
証
書
・
児
童
育
成
手

当
支
払
通
知
書
な
ど
、
ひ
こ
り
覡
で
あ

る
こ
冫
盾
議
で
癶
る
も
の
と
印
鑑
を

持
参
'
申
・
問
先
=
児
竜
手
当
係
袤
た

は
各
裼
秕
事
務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧

ひ
と
り
親
家
庭
へ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

対
象
H
児
童
育
威
手
当
の
受
給
資
格
者

で
、
中
学
生
以
下
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
ひ
こ
り
親
家
庭

内
容
H
親
泰
之

は
中
幸
生
以
下
の
孑
供
が
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
り
と
き
、
家
事
や
育
担
呈
応
つ

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
(
長
期
疾
病

・
入
院
等
は
対
象
外
)
/
L
度
の
申
請

で
5
回
以
内
、
年
間
2
0回
ま
で
/
午
前
7

時
～
午
後
7
時
の
間
で
連
続
1
時
間

ま
た
は
4
時
間
を
F
回

申
込
=
診
察

券
等
、
疾
病
を
証
明
で
き
る
も
の
と
印

鑑
を
痔
参
し
介
護
券
の
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
(
緊
急
の
場
合
は
、
あ
う
か
じ

め
電
話
申
し
込
み
に
よ
ひ
代
理
の
方
の

来
所
可
)

申
・
問
先
=
児
單
盂
屎

ま
た
は
、
各
獨
秕
事
務
所

簔
2
)

東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

日
本
舞
踊
講
習
会
受
講
者
募
集

区
内
の
障
害
を
お
持
ち
の
万
を
対
象

に
日
本
舞
踊
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。

日
時
=
1
1月
2
7日
、
1
2月
4
日
、
1
8
E
、
1

月
2
9日
、
2
月
2
6日
、
い
ず
れ
も
木

曜
日
、
午
後
L
時
～
2
時
叩
分

申
込

=
電
話

期
限
H
1
1月
1
4日

※
移
動

困
難
な
方
に
は
拠
点
間
の
送
迎
バ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

場
・
申
・
問
先
=
東

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

障
害
者
の
方
へ

障
害
別
福
祉
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持
つ

相
談
員
が
、
障
害
の
あ
る
方
の
生
活
上

の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
日
程
等
卜
表
4

場
所
H
竹

の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
民
生
係

表4　 障害別福祉相談

教

育

相

談

学
校
に
行
く
の
を
蹶
が
る
、
言
葉
が

遅
い
な
ど
、
靫
胥
ん
の
教
育
上
の
悩

み
に
つ
い
て
専
門
の
相
談
貝
が
相
談
に

応
じ
て
い
ま
ず
。

□
面
接
相
談

日
時
=
毎
週
月
s
金
曜
日
(
祝
日
岑
吸

く
)
、
午
前
1
時
～
午
後
5
時

申
込

卜
電
話

場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究

所

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

霓
3
8
3
8
)
3
5
8
8

鹿
浜
分
室

霓
3
8
5
6
T
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
=
毎
週
月
s
金
曜
日
(
祝
日
か
薩

く
)
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0分

申
・
問
先
=
教
育
研
究
所

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

教
育
研
究
所
・
教
育
振
興
公
社
の
創

立
5
周
年
に
あ
た
り
、
教
育
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
各
種
事
業
を
行
い
ま
す
。

□
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
2
1世
紀
を
心
豊

か
に
生
き
る
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る

か
」
―
手
を
結
ぶ
家
庭
・
地
域
・学
校
―

日
時
=
p
一月
8
日
側
、
午
後
1
時
3
0分

～
4
時
叩
が

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ

イ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

内
容
H
基

調
提
案
/
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講
師
=
佐

藤
啓
子
氏
(
文
教
大
学
教
想

定
員
=

川
人

申
込
=
当
日
会
場
へ

□
各
種
5
周
年
事
業

日
程
等
卜
表
3

場
所
H
教
育
研
究
所

―
い
ず
れ
も―

費
用
=
無
料

問
先
=
教
育
研
究
所

　
(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

表3　 各種関連事業

選
挙
豆
知
識

く
じ
で
当
選
人
が
決
ま
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
?

選
挙
は
公
職
選
挙
法
等
の
法
令
に
基

づ
い
て
、「
厳
正
」
か
つ
「
公
平
」
に

行
う
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
手
続
き
の

中
で
も
、
も
冫
七
重
要
な
懣
選
人
の

決
定
を
、
く
じ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
袤
祢
じ
で
し
よ
2

万
・

選
挙
は
通
常
、
皆
さ
ん
も
知
っ
て
の

と
お
り
、
得
票
数
の
多
い
者
か
埀
順
に
、

そ
の
選
挙
の
定
数
に
達
す
る
ま
で
の
者

奮
ヨ
選
人
と
す
る
の
で
す
が
、
た
ま
た

ま
最
下
位
で
当
選
で
き
る
同
じ
得
票
数

夲
莓
た
者
が
、
2
人
以
上
い
る
冫
'
にが

あ
n
ま
す
(
区
長
選
累
な
ど
定
数
が
F

り
忌
ほ
、
最
高
得
票
奮
得
た
も
の
の

屋

篏
が
同
数
の
場
合
。

こ
う
に‥だ
場
合
、
だ
れ
奮
白
選
人
と

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
年
長

者
兔
暹
と
し
て
い
た
の
で
f
か
、
昭

和
2
2年
以
降
は
選
鶸
4一
(
開
票
)
に
お

い
1

長
が
く
じ
で
足
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
》

ひ
ろ

ば
=
催
し
物
=

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

マ
1
1
月
醤
赳
、午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
(
雨
天
時
1
1
月
2
3
旦
/
し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
/
1
2
0区
画
/

出
店
料
千
円
/
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
電
話
番
号

、
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
叨
記
/

草
の
根
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
竹
林

〒
1
2
3関
原
―
-
3
4
1
7

(
5
6
8
1
)
7
6
1
0

▽
1
1
月
凹
日
日

、
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時

雨

天
時
1
1
月
3
0
旦
/

谷
在
家
公

園
/
1
0
0区
画
/

出
店
料
千
円
/

往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
電
話
番
哥
忝
叨

記
(
1
1
月
1
5
E
必
譽
/

フ
レ
ン
ズ
・

関
囗

〒
1
2
3足
立
西
郵
便
局
留

丹一
(
5
6
9
1
)
3
6
6

口
」

▽
‥囗
月
凹
日
日
丶
午
前
9

時
～
午
後
3

時
(

雨
天
時
1
1
月
3
0
旦
/

大
谷
田
公

園
/
7
0
区
画
/

出
店
料
千
円
/

電
話
/

ク
ラ
ブ
旭
・
高
橋

(
3
8
4
0
)
2
-
9
0

▽
い‥‥月
3
0
日
日

、
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時

雨

天
時
1
2
月
7

日
)
/

し
ょ
う
ぶ

沼
公
園
/
1
0
0区
圃
/

出
店
料
千
円
/

往

復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

、
電
話
番
号
、

希
望
区
画

数
を
明
記
1
7
1
月
1
2
日
必

着
)
/

カ
ー
ニ
バ
ル
・
中
川

〒
1
2
0弘

道
郵
便
局
留

(
3
8
5
2
)
3
1
3
0

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
1
1
対
9

吁
囲
、
午
前
1
1
時
～
午
後
3

時

圀

大

時
1
1
月
1
6
日
)
/

大
谷
田
公
園
/
7
0
区

跚
/

斎
藤

(
3
8
4
0
)
8
8
5
3

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催
を
お
考

え
の
方
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
ヘ

(
3
8
8
0
)
5
1
1

ト
㈹

☆
第
1
4回
花
畑
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
定
期
コ
ン
サ
ー
ト

‥‥‥一月
9
日

㈲
、
午
後
2
時
開
演
/
竹
の
塚
区
民
ホ

ー
ル
/
河
合

(
3
8
8
5
)
6
7
1
2

☆
9
8年
お
正
月
区
民
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
1
2

月
卸
日
～
1
月
3
日
/
妙
高
池
の
平

ス
キ
ー
場
/
8
0人
(
先
着
順
)
/
く
わ

し
く
は
電
話
で
/
足
立
区
ス
キ
1
協
会

・
堀
内(

3
8
8
2
)
7
7
8
9

=
募
集
=

☆
足
立
太
極
拳
愛
好
会

毎
週
木
睚
日
、

午
後
1
時
3
0分
s
8
際
幻
分
/
恵

】武

道
館
/
入
会
金
1
千
円
、
月
額
1
千
5
0
0

円
/
渡
辺

(
3
8
8
3
)
9
1
0
0

☆
ラ
ブ
リ
ー
・
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
(
サ
ニ

ー
足
立
)
毎
週
火
曜
日
、午
前
1
0
時

～
1
1
時
3
0
分
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

女
性
の
た
め
の
健
康
体
操
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
2
千
5
0
0円/
櫂
本

(
3
8
4
8
)
5
9
7
3

☆
自
友
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

毎
月
1

回
土
曙
E
/
東
亰
周
辺
/
入
会
金
2
千

円
、
月
額
3
0
0円/
川
口

(
3
8
8
0
)
8
9
3
0

☆
水
泳
サ
ト
ク
ル
(
や
よ
い
会
)

毎

週
木
曜
日
、
午
前
亙
唱
芬
～
1
1時
3
0

分
/
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
う

さ
冫
聶
ほ
か
/
初
心
者
歓
迎
/
入
会

金
千
円
、
月
額
2
千
瞋
円
、
保
険
年
一

回
千
3
0
0円/
佐
々
木

(
3
8
8
4
)
1
4
0
7
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健

康

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り

成
人
病
と
骨
粗
し
よ
う
症
の
予
防

健
診
の
機
会
の
少
な
い
女
件
痊
対
象

に
検
忝
と
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。
日

時
=
▽
検
査
…
U

贔
甘
困
、
午
前
9

時
～
1
0時

▽
体
験
学
甲
=
1
2月
1
0日

團
、
午
前
1
0時
～
一
1
1
一
時

対
象
卜
1
8歳

～
3
9歳
ま
で
の
女
性

内
容
日
体
脂
肪

測
定
、
血
圧
。
血
液
検
査
(
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
貧
血
)
尿
検
査
、

骨
密
度
測
定
等

定
貫
卜
邨
入
(
先
着

順
)

費
用
目
無
料

申
込
卜
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記

期
限
=
1
1月
1
3日
必
着

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所
業
務
係

〒
1
2
1
西
竹
の
筱
2
-
1
2
-
8

(
3
8
5
5
)
4
1
5
3
(

直
通
)

リ
ウ
マ
チ
と
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群

に
つ
い
て
の
講
演
会

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
は
、
眼
や
囗

の
乾
き
が
ひ
と
ぐ
飲
み
物
な
し
で
は
、

食
べ
に
く
く
苦
労
の
多
い
病
気
で
す
。

リ
ウ
マ
チ
と
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し

嫐
歹
。

日
時
卜
1
1一月
1
2日
困
、
午
後

1
時
3
0分
A

時
3
0分

場
所
=
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
イ

対
象
=
区
民

講
師
卜

安
藤
総
一
郎
氏
-
岨
天
堂
大
学
單
大
堂

医
院
医
師
)

申
・
問
先
卜
江
北
保
健

相
談
所

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

成
人
呼
吸
器
病
相
談

子
供
の
こ
ろ
の
ず
ん
息
が
ぶ
n
返
し

て
し
ま
っ
た
り
、
ぜ
ん
息
発
作
が
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
で
忝
な
い
な
ど
、
呼
吸
器
病

で
お
悩
み
の
方
、
専
門
医
の
お
話
を
聞

い
て
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

目
1
2月
1
日
側
、
午
後
L
時
3
0分
s
3

時
叩
分

場
所
=
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=
1
5歳
以
上
の
区
民
で
呼
吸
器
病

で
お
悩
み
の
方
お
よ
び
家
族

内
容
卜

専
門
ぽ一に
よ
る
講
忝
と
相
談

講
師
=

灰
田
美
知
子
氏
(
半
蔵
門
病
院
ア
レ
ル

ギ
ー
内
科
医
師
)

定
員
=
2
0人

費

用
卜
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問
先
=

公
害
補
償
係

生

活

環

境

ご
存
じ
で
す
か
　沿
道
地
区
計
画
制
度

区
で
は
、
幹
線
道
路
の
沿
道
9

錯

交
膤
騅
音
で
起
き
る
障
害
の
防
止
と
適

正
叉

蕕
肪
な
土
地
利
用
の
促
進
奎
凶

る
た
め
、
国
道
4
号
繆
(
荒
川
以
北
)

と
環
状
7
曷
乕
沿
道
の
沿
道
地
区
計
画

を
定
め
て
い
ネ
す
。
澄

環
地
区
計
画
の

区
域
内
(
沿
道
の
お
お
む
ね
3
0
m
)
に
お

い
て
次
の
行
為
を
行
う
場
合
は

、
建
築

確
認
申
請
前
で
当
該
行
為
の
着
手
の
3
0

旦

即
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
な

な
n
ま

す

。

対
象
H

土
地
区
画
形
質
の
変
更
/

建
築
物
の
新
築

、
改
築
哄
仭

瑜

築
/

建
築
物
の
用
途

、
型

帶

尼

は
意
匠

変
更

※
沿
道
地
区
計
画
に
伴
う
条
例

施
行
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
等
に
つ
い

て
は
、居
室
(
沿
道
の
お
お
む
ね
2
0
m
の

区
域
内
)

の
防
音
工
事
に
対
す
る
一
部

助
成
、
吏

誨

衝
建
築
物

騒

音
が
背

後
へ
通
ひ
抜
け
な
い
ぶ

刄

建

物
)
の

新
築
に
対
し
て
建
築
費
等
を
一
部
助
成

す
る
制
度
も
あ
口
ま

す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い

問
先
=

防
災
ま
ち
づ
く
り
係

都
市
計
画
の
縦
覧

を
し
て
い
ま
す

区
で
ば
、
衷
只
都
市
計
画
生
産
緑
地

地
区
の
変
更
・
告
示
を
し
奔
し
た
。

区
域
卜
皿
沼
二
丁
目
、
六
木
二
丁
目
、

鹿
浜
八
丁
目
、
六
月
三
丁
目
、
扇
一
丁

目
各
地
内

告
示
日
卜
1
1月
4
日
叫

縦
覧
場
所
・
問
先
卜
都
市
計
画
係

騒
音
規
制
法
施
行
令
が
一
部
改
正

騒
音
の
届
け
出
が
新
た
に
必
要
に
な
り
ま
す

騒
音
規
制
法
施
行
令
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、1
0月
1
日
よ
ひ
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
内
容
=
▽
特
定
施
設
…
特
定

旆
歌
と
し
て
切
断
機
(
哢
苳
乕
い
る

も
の
に
限
る
)
が
追
加
さ
れ
た
の
で
、

新
た
に
設
置
の
届
け
出
が
必
要
で
す

▽
特
定
建
設
作
業
=
・バ
ッ
ク
ホ
ー
(
原

動
機
の
定
格
出
力
が
8
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
)
、
ト
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ベ
ル
(
原
動

機
の
定
格
出
力
が
7
0キ
ロ
ワ
ッ
ト
以

上
)
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
(
原
動
機
の
定

格
出
力
が
4
0彳
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
)
を
使

用
す
る
雲
蒙
仔
う
場
合
に
も
、
新
た

に
届
け
出
が
必
要
で
す

問
先
基
黨

課
指
導
第
丁

第
二
係

雨
水
を
土
に
か
え
す
工
事
に

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す

屋
根
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

ーコ
ン
ク
リ

ー
ト
に
降
っ
た
雨
水
は
ほ
と
ん
ど
下
水

に
流
れ
て
」ま
い
、
大
雨
の
際
に
は
河

川
へ
雨
が
集
中
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
区
営
氛
l

基
萃
で
雨
水
浸
透
施

設
奮
設
置
さ
れ
る
方
に
、
工
事
費
の
助

成
制
度
が
あ
ひ
豕
歹
。
工
事
は
都
指
定

の
下
水
道
工
事
沍
に
依
頼
し
、
必
ず
工

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

日
敷
地
面
積
が
5
0
0㎡未
満
で
個
人
所
有

の
土
地
・
建
物

助
成
金
額
=
区
標
準

工
事
費
に
て
算
定
し
、2
0万
円
が
限
度

申
・
問
先
卜
計
画
調
整
課

教

育

就
学
時
健
康
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
お

子
さ
ん
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
あ
て
の
通
知

書
を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、
指
定
さ
れ

た
日
時
・
場
所
で
受
診
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
が
葱
い
樊
-
ま
た
は
、
事

情
の
あ
る
場
合
に
は
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

問
先
=
保
健
給
食
係

区
立
小
学
校
に
入
学
希
望
の

外
国
人
の
方
へ

ま
だ
区
立
小
学
校
へ
の
新
入
学
の
手

続
き
を
し
て
い
な
い
外
国
人
の
方
は
、

早
急
に
手
偕
罨
し
て
乙
、だ
さ
り

申
・
問
先
苴
羞
贏

がん検診と成人健康診査( 無料)
過去1年以内に 、区お よび動務先等で同 種の 検診 を受けた方

は除き ます。申し込 みは、ハガ キに郵 便番 号、住所、氏名( フリ
ガ ナ) 、生 年月日 、年齢 、性別 、電 話番 号、希望 検 診名を 明記し 、
それぞれの 申し 込 み先 へ。後 日、受診票 と案内をお 送りし ます。

消 化器がん 検診

日 程等一下 表 対象35 歳以上の又 匣 ※ 胃を切 除し た方、
胃 の訶気で 治療中の方 、妊娠し ている と思われる 方は受診
でき ません 内容=X 線撮 影と検便に よる胃が ん検診 と大
腸がん検診 期限= 受 診希望月の前 月15日消印 有効。受診
票 送付は前 月末日( 12 月 の場合、11月15 日消印 有効。送付
は11 月末 日) 申 ・問先= 足 立保 健所 診療 放射 線 〒121
西竹の塚2- 12- 8 　3855 ―4156( 直通)

※足立保健所は希望者か多く、翌月になることかあります。なお、中央本町保
健相談所は回数か多く、希望日に受診しやすくなっています

成人健康診査と女性がん検診

□ 成人健康診査 対象=40 歳以上64歳( 昭和7 年4 月1 日
以降生まれ) までの区民 内容= 血液、尿、必要に応じて
心電図の検査等で、心臓、肝臓、じん臓の病気や糖尿病、
高血圧、高脂血症等について調べます
□ 女性がん検診 対象=30 歳以上の女性区民 内容= 乳が
ん検診と子宮がん検診

―いずれも―
日時等= 受診票を受け取ってから1 ヵ月以内に区内実施医
療機関で受診 申・問先= 保健予防係 〒120中央本町1- 17- I

　3880- 5111㈹

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

表
5
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
n

豪
じ
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

(
5
6
8
0
)
6
3
3
2

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
n
ま
す

問
先
=
計
画
調
整
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表5　 水洗化可能地域

掲
示
板

□
1
1月
n
日
～
卩
日
は
税
を
知
る
週
間

で
す税

の
し
く
み
や
、
使
い
瑯
な
ど
身
近

な
税
の
知
識
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

各
種
行
事
受
行
い
ホ
T

。
く
わ
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
H

足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署

?
3
8
4
0
T
1
1
1

□
1
1月
は
、
個
人
事
業
税
第
2
期
分
の

納
期
で
す

納
期
限
は
1
2月
1
日
で
す
。
便
利
な

口
座
振
替
納
税
も
ご
つ
ぞ
。

問
先
=

足
立
都
税
事
務
署

(
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
1
1月
9
日
～
1
5日
は
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
週
間
で
す

問
先
=
東
京
消
防
庁

(
3
2
1
2
)
2
1
1
1

□
綾
瀬
ろ
う
学
校
・
学
校
公
開

日
時
卜
1
1月
1
2日
團
、
午
前
9
時
～
午

後
o
時
4
0分

内
容
日
授
業
公
開
/
講

演
会

場
・
申
・
問
先
=
都
立
綾
瀬
ろ

う
学
校

　
(
3
6
0
6
)
0
1
2
I

□
足
立
養
護
学
校
・
学
校
祭

日
時
=
1
1月
1
5日
出
・
1
6日
㈱
、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
1
時
3
0分
(
1
6日
は

午
後
1
時
2
5分
ま
で
)

内
容
=
舞
台

発
表
/
展
示
/
作
品
販
売
等

場
・
問

先
=
都
立
足
立
養
護
学
校

(
3
8
5
0
)
6
6
1
8

□
第
七
回
都
立
高
等
学
校
産
業
教
育
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
八
1
1一月
1
2
日
團
、
正
午
～
午
後
4

時
/
1
3
E
團

、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
/
U

劭

、
午
前
1
0
時
～
午
後
2

時

場
所
山

都
立
各
専
門
高
等
学
校
の
紹
介
、
生
徒

作
品
展
示

、
進
学
相
談
等

問
先
=

都

・
高
等
学
校
教
育
課

(
5
3
2
0
)
6
7
4
2

(仮
称
)足
立
区
豊
か
な
環
境
を
つ
く
る
条
例

(
足
立
区
環
境
基
本
条
例
)に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
し
ま
す

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
条
例
案
の
、
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

中
間
報
告
の
概
要

□
条
例
の
目
的

現
在
お
よ
び
将
来
の
区
民
の
健
康
・

安
全
・
快
適
硲
霧
薇

境
の
実
現
と
と

も
に
、
地
球
環
境
の
保
全
に
寄
与
し
ま

す
。

□
基
本
的
な
考
え
方

▽
私
た
ち
に
は
、
環
燎
が
ら
の
恵
み
を

受
け
る
権
利
が
あ
ひ
、
将
来
の
世
代
も

同
じ
権
利
が
あ
り
ま
す
。
良
好
な
環
境

套
粟
世
代
へ
渡
畜

」と
は
私
た
ち
の

義
務
と
考
え
ま
す
。

▽
私
た
ち
は
、
自
然
の
回
復
力
に
限
界

の
あ
る
こ
と
濫
籥
し
、
環
境
へ
の
貝

荷
の
少
な
い
社
会
の
し
く
み
を
つ
く
り
、

持
続
的
に
発
展
で
膏
る
社
会
に
し
て
い

ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
私
た
ち
ほ
環
境
へ
の
配
唇
1
5

じ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
。
環

境
へ
の
負
荷
に
応
じ
て
公
平
に
負
担
す

る
必
要
が
あ
2

チ

。

□
主
な
内
容

区
は
、
公
害
の
防
止
や
自
然
環
境
の

保
全
、
良
好
な
景
観
の
保
全
、
資
源
・

水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
、
廃
棄

物
の
減
量
等
の
ほ
か
、
地
球
環
境
保
全

圭

じ
ま
す
。

区
内
で
事
業
活
動
盍
呑

方
は
、
環

境
の
保
全
の
た
め
、
公
害
の
防
止
、
事

業
お
よ
び
製
品
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷

の
低
減
、
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
寄
与
、
自

然
環
境
の
保
令
籌
に
努
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

区
民
は
、
環
境
の
保
全
へ
の
関
心
と

知
識
を
痔
ち
、
日
常
牛
活
で
の
環
境
へ

の
負
荷
の
低
減
、
公
害
の
防
止
、
自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
て
ぐ
だ
さ
い
。

区
・
区
民
・
事
業
麦
ほ
、
協
働
し
て

環
境
の
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

狸
鞏

本
計
画
や
環
僭
筌

行
動
指

・針
の
策
定
夲
ほ
じ
め
、
区
民
参
加
に
よ

っ
て
槽
惓
的
に
進
め
ま
す
。

中
間
報
告
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

こ
の
中
開
墾
尼
つ
い
て
の
区
民
の

憬
兄

の
、憲
見
煢

手
紙
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
お
寄
せ
ぐ
だ
さ
い
。
詳
し
い

資
料
は
、
環
境
課
、
各
区
民
事
務
所
、

北
千
住
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
民
フ
ォ
ー
フ
ム

(意
見
交
換
会
)
武
覇
k

妥
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い

。

日
時
H
1
1

以

捏
価

、
第
1

回
…
午
後
2

時
～
4

時
/

第
1

回
・・・
午
後
6

時
3
0
分
～
&

時
3
0

分

場
所
H

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ

申

・
問
先
基

暹

課
疆

屎

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
5
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講
演
会

【
綾
瀬
川
水
質
浄
化

課
題
へ
の
提
言
】

綾
瀬
川
の
水
質
は
徐
々
に
改
善
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
い
か
し
、
い
ま
だ
に

環
境
基
準
に
達
し
て
い
な
い
し
、
魚
も

す
め
る
環
糲
に
な
っ
て
い
去
兀

。綾

瀬
川
を
浄
化
す
る
た
め
の
方
策
を
い
ろ

い
う
な
立
場
の
方
々
か
ら
提
案
し
て
い

た
だ
き
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
か
ら

の
綬
瀬
川
奮
7

曾
す
。

日
時
日
H

月
1
2日
團
、
午
後
L
時
I
t
t時
卻
分

椙
所
H
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

費
用
=

無
料

問
先
日
環
境
課
調
査

(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
講
演
会
・

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

あ
だ
ち
の
婁
弓

く
り
の
m
一年
間
を

検
証
し
、
今
後
の
豕
ち
づ
く
り
に
必
要

な
も
の
は
何
か
を
探
り
ま
す
。「
ま
ち

づ
く
り
」
に
関
心
の
あ
る
万
の
ご
参
加

夲
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
八

月
1
6
B旧
、
午
前
1
0時
～
午
後
4
時
3
0

分

場
所
日
青
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=

▽
講
演
会
・
:
「こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て

」
、講
師
・
柳
沢
厚
氏
(一
兀
建

設
省
土
地
利
用
調
整
官
)

▽
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
:
「
あ
だ
ち

萋
弓

く
ひ
運
動
1
0

年
の
軌
跡
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ

り
き

、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
西
村
幸

夫
氏
(
東
京
大
学
工
学
部
都
市
工
学
科

教
授
)

問
先
日
麥
3

く
晶

(
3
8
8
0
)
5
1
1

㈹

郷
土
博
物
館
特
別
展
講
演
会

「コ
シ
ヒ
カ
リ
の
誕
生

日
本
一
う
ま
い
米
の
秘
密
」

日
時
八
月
搏
局
一
、午
後
<
M時
叩
分

～
4
時

講
師
川
酒
井
義
昭
氏
(
農
業

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

申
込
=
電
話

定
員
凵
8
0人
(
先
着
順
)
S

用
日
無
料

場
・
申
・
問
先
日
郷
土
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

現
代
美
術
展

「
現
代
美
術
の
断
層
　～
渾
天
　
K
O
N
T
E
N
～
」

日
時
H
H
月
詢
日
～
2
7日
、正
午
1
午

泌
T
時

※
最
終
日
は
午
後
i
時
ま
で

場
所
H
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

費
用
日
無
料

問
先
日
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
L㈹

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス

読
者
の
ペ
ー
ジ
に
投
稿
し
て
み
ま
せ
ん
か

テ
ー
マ
は
「
正
月
子
ど
も
の
遊
び
今
昔
」

1
月
号
の

テ
ー
マ
は

「
正
月
子
ど
石

の
遊
び
今
昔
」
。
正
月
は
凧
あ
げ
、
か
'
{

だ

、
福
笑
い
な
ご
晋
か
ら
の
遊
一一
か

あ
Q

季

ふ

、
時
代
と
こ
も
に
遊
び
ら

変
化
し
て
い
る
よ
う
で
す

。
暈
き
ん
に

と
っ
て
お
正
月
遊
び
と
は
ど
ん
な
も
の

で

ず
か
?

お
早
さ

ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
様
々
な
年
代
の
方
の
投
稿
を
お

待
黔
し
て
い
ま
す
。
選
考
の
う
兄
掲
載

いに
差
す

。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
専
一

奮
E

し
卜
げ

季
y
。

申
込
H

住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
毎
忝
9

記
し
、
4
0
0字程
度
に
袤
'
}め
て
郵
凖
ま

か
ほ
フ
ァ
ク
ス
で

期
限
H
H
月
1
4日

申
・
問
先
日
広
報
課

一
'鹵
中
央
本
町

―
-
1
7
1
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

情 報 コ ー ナ ー
区民 の

声皆さんの 声を区政へ生かす広聴ハガキを ご利用ください
広聴ハガキは、区投所の受付、区民事務所などの区施設の
窓口にあります。 問先=広聴相談係 　3880- 5111㈹FAX3880- 5678

生活の科学 教室

「缶詰やオリーブオイル
の品質くらべ」
日R- 11 月26 日c匐・27 日休3、m11

瞻～n 鵙30 分 詞● = 。。・, 1二1二|二t

・在勤 ・在y狗z) 方 四 春= 　1 日
目・・孑Fi趺( ア スyt ラガ ス ・自 禎i )

の味くらべと汲ふの見分けち 　2
日目… 今はやりのオリーブオイ
ルの味くらべと 表示の 見分け方

u恚跼扠rリーブオイル協会職 員)
※ 両日とも実習あり、1 日でも可
定員=30 人 費用= 無料 申込=
電話( 先着順) 場・申・問先=

消費名t zンタ ー
3880- 5385

第47 回足立区文化祭〔舞台・大会部門〕
文化・芸術の様々な分野で活躍

している方々の成果を、ぜひご鑑
賞ください。日。い。=r 表ヽ 費用

こ無料( ★印は参加の場合実費負
担あり) 問先= 文化振 興係
3880卜5111 ㈹

◎
今
年
か
ら
出
演
団
体
で

つ
く
る
実
行
委
員
会
が
、

手
作
り
で
開
催
す
る
フ

リ
ー
ス
テ
ー
ジ
の
部
が

新
設
さ
れ
ま
し
た第12回足立区観光写真コンクール作品募集

題材= 区内の公共施設、名所、旧
跡、文イ匕漬淨、伝靦行事、足立の
花火大会、河川、街並みなど 規
格= カラープリント四ツ切り、ふ
ちなし( ワイド四ツ切りはj湶く)
対象= アマチ ュア の方 申 込=　
・乢丿祕↑ i l叺」に所要事項を記入の

うえ、訌接持参または郵送 ※ 応
募用紙は、吊立区観や察合事務烏、

各区民事務所、区内 写真商業協同
組合加盟店に暦いてあります
表彰= 推薦1 点・特選2 点・凖特
選4 点・入選10点・佳作15点 期
間=12 月1 日 ～10年1 月30日

申・問先= 咀立区観そ協会事務局
篦 業振興課内) 〒120中央本

町1- 17- 1
3880 ―5111'㈹

障害者(児)文化祭作品展の参加者募集
日 時=12 月3 日～9 日 ● 所= 区

役qi アト リ ウム 。j象a} りl t t l十、

在勤 、 在学 の障 害 者の 方1 ⌒ 、そ・

絆4両I、書 道 、I 。 、 手 芸 、詩 歌等

の作WI 貝日靫=11 月14日 申込=
直接窓口または郵送 申・問先=
在宅調整係 〒12W 央 本町1- 17- 1113880- 5111'

㈹

あだちブラスバンド
フェスティバル

世代を超えた吹奏楽の演奏会を
開催し ます。ぜひ、ご采場くださ
い。日時=11 月23日(日)、午後1 時

開演( 隰鴎 は3〔汾 前〕 場所= ギ
ャラクシティ・四黔井文化ホール
出演9 立吹奏桑団/ アカデミカ
。鴪 金簪バンド/ ホワイタル/
伊興ウインド/ アヴァンプルミエ/
足立高杖/ 潤鉦女子高校/ 第四

中/ 花保中/ 蒲原中/ 谷中中/ 中
学校合同バンド/ 皿沼小/ 足寸シ
ルバーアンサンブル/ 足 立ジュニ
ア吹奏楽団 費用= 無料 申込=

当日|皀吩皀涓・ 問先 実行委員
全事務局C 応化振興佩内)
113880- 5111 ㈹

第6 回常東地区音楽祭
常 東 地 励X) 音 楽 好 き の 仲 間 に よ

る 手 づ く り ざ15 へ で す 。 子 ど も た

皿 プ ロ の 音 癲磚

の ス 。- r J j 。 。、a。、a, !し み く だ さ

い 。 日 時=11 月16 日【印 、T 跋I

畤 ～4 時 ● 所= 第 十 六 中 学 校

C|uI J いqgl J こ4 分 】r 。・i =I

・ 丁 寿1 翦八xb ・4 刪豕

刀 ・ヽ 怎 中 ・ 鬣 二 中 ・ ㎞+ ンI、4J の

児 童 、 生 徒i こよ る 合 唱 と 吹 奏 戞11/

バ イ オ リ ン ・ 横111 和 加 子 伐i 、 ピ ア

ノ ・t 二I耨wl ↑ t Qt 二。ぷ るr ツ ィゴ イ

ネ ル ワ イ ゼ ン 」 ほ か 賁 用 一 嶌 斟

※ 上 履 き を こ 用 底 く だ さ い 同 先=

千 住 あ ず 罎=住 又 セ ン タ ー

H3882 ―1218

mi で推 事 譯 　3880- 5111 ㈹

ごみ減量・リサイクル推進店
「R の お 店 」が 増え ま し た

区では、再生製X兒溽( みどりの
夢23やリサイクル鳬 兒溽) の販売
取り扱いや、トレ 籌の瓩i頭回収・
簡易包装に取り組んでいるお店や
商店街を 〝ごみ減 量・リサイクル
推進 店「Rのお 店」

〟
とし て認定

しています。このたび、新たに2

店が 「Rのお店」として認定され

ました( 下表) 。今回の認定をあ わ
せて8 商店街、275 店となり まし

た。( R のお店バフ) t 層のご利
用をお 願いし ます。「Rのお 店」
とし て認定を希望する方は、ご連

絡ください。 問先= リサイクル
推進課
3880- 5111 ㈹

ごみ減量・リサイクル推進店「R のお店」新規認定店

国民年金健康保養施設をご利用ください
m 巴T り印 譜 保養 施設 は 、r司隰

早 金 の加 入者 や受 給名お よ びそ の

家 族の 方 々 の保 養や 健康 づ くり な

ど 福 祉の増 進 の ため につ くら れた

施i設で ず。こ れら の施 設 には 、「福

祉 の増 進 と歓 養 ・文 化 の声1上を 目
的 とし た 国 民 年 令 会 館 」「保 養 ・

休養 の 場 とし て の健 康増 進お よ び

霾 粧の向 上を 目的 とし た{懲 甄保 養

セン タ ー} 「ス ポ ー ツ を 中心 と し
た僵康 つ くり ・14,カ コく り によ る

健康 増 進お よ ひ9窖祉のf句上を 目 的

とし た総 合健 康 センタ ー 」 の三 つ

のタイプ があり、現 在57の施設が
令鬧各鯛に設置さ れています。
旅行やレジ ャー、結婚 式やパー

ティー、合宿や研修にご活用くだ
さい。なおガイドブック「ゆとり
すと」は、国民年金課、区民事務
所の窓口においてあります。 対
象= どなたでも ※ 匡l艮泙 金の加
入者・旻記名6 、s£ヌrご利用e きま
す 申込= 直接加匹 へ
問先= 国民年金課推進係
3880- 5111' ㈹

「税に関する作文」の展示
足 立 ・四 絣升●門呪 町・ ● E1首 刈!合

会 が 、区内 の 中学 生を 対 象 に、「税

に関 す 心m 乂」 を募 集し まし た。

心 耡・rF=占6り 中 か ら優 秀 な作貎、を、
展 示し ます。 日 程等= 区 役 所 ア
ト リウ ム … 11 月10 日 ～17 日/ 紊麦瀬

プ ル ミエ … 11 月11 日( 正午) ～17
日/ 江北 セン タ ー … 11 月11 日( 正

午) ～17 日

【優秀 作 品 】( 敬称 略)
□ 足 立納 税 貯蓄 組合 連 合会

池 田t 害了( 第1 中)

山 口 真 実( 第+- 一中)

安 部 早 苗( 第 十二 中)

高 橋 美紗 子( 柬稜 瀬 中) -

四 靹升 胴 椢sr f蘂 駟き考i諞首笠
川 股 英 恵sl si t ・4- j )

占 川 沙 織( 第八 中)

高 澤 真 由美( 第 十四 中)

古 川 裕 子( 扇 中)

問 先= 冊・iり傴罘i - 蜀弟
388C卜5111' ㈹
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